
4 比MM 3年度の紙靛計画

腓年度:て引絞き,杖脾の収#および被度などについて、〜5回,野草而については1回の 

渺査を行ない.iたカラマツの摺髙や枝茨りおよび:生長陣容の内容について謳谚をすろ。

!〇 寒害防止

!飢衰担当者 ^

本喚林帘長:加葬善忠

〃防災部良:川口武燈

〃防災都防災料長:井上桂

〃 " 夂卷研咒室:岡上正七ほか

"° 防災遂•二蹄室：佐溪正ほか

〃造林砌林第一田焼・：土井恭次ほか

北海酒支埸费林砒无室:中!阡 哭ほか

東北支場JS林部長：森下援郞

" 滄ー研究室:者川忠はか

〃 醐^四硏究室:村•井赤ほか

関西支柄ft林研究空:早稲田収ほか

九州支場投:甲斐原一胡

九州支川泛林研死室:燈方信夫ほか

九州支弗择除後一研究室:第重陽山ほか

" 士爆研究室:吉筋正二挫か

・〃 防災研究密:白井)純郎ほか

2 泌・目的

檢後•林カ沏強計画にがづき,林約惊換・斎1海抜地への拡大造林制てよって針葉杖膾林与V® 

は・より知您条件の般しい立地に迫洒し,速年來客の発生を兒るに至り.關!:の兒込みがー立ち 

えない林:也も出圳してきた。そのため昭和3 7年.當来夫々墩独に実麴してきた塞害の矶究を 

本支が共同・の.»として取上げ,全匡的規模で試験を開始卜た。当初は£ず各地域ごとの纓击 

の実蜓を解明すると共M.発生の檢作を採り,防止方法を％発するための旅避資料をうる华を 

目的として出発した。I

3 昭和# 2年度の経他とスられた拓果

(1)林木の塞害は,症状・主要な環境麥因,発生明虬 発生しやすい地形などによって.全国 

的視野で分喚莪することが可能であり,現在までのところつぎの2つに大分园］できること 

がわかった。



⑵ すなわち・冬季の塞風・土:寰凍結などyよる水分収支のアンパランスから・発生する懇散・

と,横体の耐ええない低快にみまわれることによって.題体の一部または全部が神!結拟死す

るために始こる凍害とがある

⑶ 寒風害は雰害地帯に多く.北海^では,胆振,日祐・4・助・鍋路.根室の俗地方で・り"； 

なの少ない南河て発生しやすく,只洲以西では,束北堆方の処羽山訟束部,北上•闷ゑ淡島 

地,愧朱北,西部山地,四ぼ山脈,九州北部山地の冬李の季節域ば而する斜面の中汉以上に 

主として発生する。被害曜は12〜2月の健水坡と曇めて高い相関があ如 このため•・" 

歩水蜕•和A律など,こよって,宪生缺地伤を区分指定することか可・诡となった。またこの 

地域のなかで,図血の方位,傾斜度,渊空度などの地冷的要因によって被害発生の干想がな

りたっこと—D、ったc

M»凍害の発车しやすい地形の特徴は3つに大别されろ。すなわち山將花低凹地,平坦地・«/i 

面戒而である。

由間部低凹地では,低遍気從が通過停滞するため佗生じる。全特席寸に存在するが,そのー 

団地溯幾が小さいので見泌しゃしく.沂植のさい考継されない沛れがあろ〇平坦角地という 

のけ•茨城柴用部•熊纨A北部の多野部のよう虻・潮的に低温が発生する地域である。還去 

の侦集を料から危庚地或を以分することが可能のよ5て•ある。南血斜面の滿!fは,南九州か 

ら北側東まで溶純されている。日中と夜間の安浏、・差が大さい孙ioでパ漩的な被害が戒年 

分生し,数年を條すして造林木が枯轮泊失してしまうことがある。

4 昭和43年度の叡紫計画

(1)この"尻E 3年度菸了を目標としているので,現在女での費科を範合してつぎのような 

内容の報告那を作成する。

(イ)寒罟の枷,定佐

旬塞・発生の機作

㈣わが慌での林木寒害の夹慾

⑵ 立?也W分.探恩吿およぴ凍罟のそれぞれにつさ,全財勺性危険地帯を区分し,そのおのお 

ので,腹林樹枝i.造な方法«瘩褂防止法の退択を可能ならしめるような,立地ほ分法を作成す 

る必娶がある。その地域の大ささは,1〜教・緡;计血区ごとに作ること&:なろうと故われる 

か・本共同硏究ではその方法命の喰时に止める。

⑶ 防止站た礎試腋.防图・林•上木低證,况交餘誣の効果を定hl的に利定し,防止法の貞用化 

3喩のための基提資科を作る。とくに防風林は,山岳地;修では菊央に用切の点が•多く ,再炊

… /

討が必步•である。

⑷こんごは立地(?分の事業化と功止方法夷川化試験の実施とに対する成渡しが必部と・患われ


